
労
働
科
学
研
究
所
図
書
館
に
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
（
Ｑ
２
日
嗣
目
）
医

学
古
典
文
庫
（
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
文
庫
）
、
生
理
学
者
フ
ェ
ル
ヴ
ォ
ル

ン
（
く
９
葛
。
目
〕
旨
・
》
岳
吊
ｌ
届
田
）
旧
蔵
の
フ
ェ
ル
ヴ
ォ
ル
ン
文

庫
の
ほ
か
に
一
七
’
一
九
世
紀
を
中
心
に
し
た
和
漢
の
医
書
、
儒
吾

関
係
の
三
、
八
七
九
冊
の
「
温
知
堂
文
庫
」
を
収
蔵
す
る
。

こ
の
文
庫
に
は
旧
蔵
者
の
難
波
家
が
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の

冬
に
調
査
し
た
蔵
書
目
録
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
目
録
は
「
温
知
堂

蔵
書
」
と
な
っ
て
い
て
、
「
温
知
堂
文
庫
」
は
こ
こ
か
ら
出
て
い
る

の
で
あ
る
。

蔵
書
の
な
か
に
は
岡
山
藩
、
金
川
で
家
老
日
置
氏
の
侍
医
で
あ
っ

た
難
波
抱
節
の
学
塾
「
思
誠
堂
」
の
蔵
吉
印
が
多
く
見
ら
れ
る
。

抱
節
校
の
『
産
術
辨
』
に
は
「
思
誠
堂
」
蔵
と
「
備
前
金
川
難
波

蔵
書
」
の
印
が
あ
る
。

難
波
抱
節
旧
蔵
「
温
知
堂
文
庫
」

つ
い
て

三
浦
豊
彦

に

抱
節
に
つ
い
て
は
森
紀
久
男
著
『
抱
節
難
波
立
慰
」
（
難
波
二
郎

発
行
、
一
九
四
一
年
）
や
中
山
沃
「
難
波
抱
節
と
緒
方
洪
庵
」
（
『
医

学
選
粋
』
、
第
四
号
、
一
六
’
一
八
、
一
九
七
五
年
）
に
く
わ
し
い
。

さ
さ
つ

難
波
抱
節
は
一
七
九
一
（
寛
政
三
）
年
八
月
三
十
一
日
、
篠
野
文

次
郎
貞
文
（
後
に
五
十
村
貞
文
と
改
姓
）
の
二
男
と
し
て
岡
山
に
生

ま
れ
た
。
し
か
し
、
一
八
○
一
（
享
和
元
）
年
、
十
二
歳
の
時
に
父

を
失
い
、
以
後
、
叔
父
の
篠
野
盛
堅
に
養
わ
れ
成
人
し
た
。
後
に
金

つ
れ
ひ
ろ

川
で
代
為
医
を
営
む
難
波
経
寛
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
難
波
家
は
備

前
岡
山
藩
の
家
老
日
置
氏
の
侍
医
だ
っ
た
。

り
つ
げ
ん

抱
節
、
名
は
経
恭
、
字
は
子
敬
、
立
雇
は
通
称
、
竹
の
節
操
を
愛

し
、
号
を
抱
節
と
し
た
と
い
う
。

一
八
○
五
（
文
化
二
）
年
、
十
四
歳
の
と
き
、
京
都
に
出
て
、
服

部
星
渓
に
つ
い
て
医
学
を
修
め
た
。
業
成
っ
て
金
川
に
帰
り
、
経
寛

の
三
女
モ
ト
と
結
婚
し
た
。

一
八
二
（
文
化
八
年
）
三
月
に
再
び
京
都
に
出
て
、
産
科
の
大

家
、
賀
川
蘭
斎
の
門
に
入
っ
た
。
こ
の
年
の
十
二
月
に
、
郷
里
の
妻

が
二
十
歳
で
死
ん
だ
の
で
一
時
帰
郷
し
た
が
、
翌
年
に
は
ま
た
上
京
、

一
八
一
二
（
文
化
九
）
年
八
月
に
は
賀
川
流
の
産
術
を
修
了
し
許
可

書
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
賀
川
の
学
塾
で
学
び
、
「
産
科
記
聞
」
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そ
の
他
を
記
述
し
た
が
、
さ
ら
に
吉
益
南
涯
に
．
つ
い
て
内
科
を
学
ん

だ
。

一
八
一
四
（
文
化
十
一
）
年
に
は
外
科
を
華
岡
鹿
城
（
華
岡
青
洲

の
弟
）
に
学
ん
で
い
る
。

一
八
一
五
（
文
化
十
二
）
年
に
故
郷
で
開
業
す
る
と
と
も
に
学
塾

「
思
誠
堂
」
を
設
立
し
た
。
二
十
五
歳
の
こ
ろ
で
あ
る
。
名
医
と
し

て
知
ら
れ
、
患
者
は
出
雲
、
備
後
、
讃
岐
か
ら
集
ま
り
、
大
阪
の
鴻

池
家
か
ら
も
治
療
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
。
産
科
と
外
科
に
す
ぐ

れ
、
華
岡
流
の
麻
沸
散
を
用
い
て
乳
癌
や
脱
疽
の
手
術
も
行
っ
て
い

ヲ
Ｑ
○

一
八
二
九
（
文
政
十
二
）
年
、
三
十
八
歳
の
と
き
、
京
都
に
出
て

吉
益
北
洲
に
も
学
ん
だ
と
い
う
。

抱
節
の
「
思
誠
堂
」
に
は
そ
の
学
識
と
徳
望
を
し
た
っ
て
六
○
余

州
の
う
ち
飛
騨
一
国
を
除
い
て
全
国
五
三
藩
か
ら
一
、
五
○
○
人
の

門
弟
が
入
門
し
た
。

こ
の
思
誠
堂
で
は
医
術
の
教
授
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
基
礎
学

科
と
し
て
論
語
、
孝
経
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
貞
観
政
要
、
文
章

軌
範
、
十
八
史
略
な
ど
も
読
ま
せ
た
と
い
う
。

書
生
の
日
課
は
、
毎
朝
卯
の
刻
、
午
前
六
時
に
起
床
、
顔
を
洗

い
、
庭
を
掃
き
、
薬
を
調
合
し
、
膏
薬
を
ね
り
、
朝
は
医
書
を
講

じ
、
午
後
は
儒
書
を
読
み
、
夜
は
医
書
を
討
論
し
て
疑
わ
し
い
と
こ

ろ
を
質
し
、
そ
の
合
い
間
に
患
者
を
相
手
に
臨
床
訓
練
を
行
っ
た
と

い
う
。温

知
堂
文
庫
に
儒
書
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
は
上
記
の
事
情
に

よ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ひ
じ

ま
た
、
抱
節
は
豊
後
国
日
出
藩
士
帆
足
万
里
（
一
七
七
八
’
一
八

五
二
年
、
江
戸
後
期
の
儒
学
者
、
理
学
者
）
と
親
し
く
、
息
子
経
直
を

万
里
の
も
と
に
遊
学
さ
せ
て
い
る
。
万
里
の
著
書
の
『
窮
理
通
』
が

写
本
を
含
め
て
数
種
あ
る
の
は
こ
う
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
。

抱
節
の
主
著
『
胎
産
新
書
』
十
巻
は
刊
行
さ
れ
ず
、
多
紀
元
堅
と

帆
足
万
里
の
序
文
を
つ
け
た
定
稿
本
と
し
て
残
っ
た
と
い
う
が
、
残

念
な
こ
と
に
「
温
知
堂
文
庫
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

抱
節
の
二
女
の
濱
は
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
二
歳
で
天
然
痘
で

死
去
し
て
い
る
。
や
が
て
牛
痘
種
が
伝
来
す
る
。
抱
節
は
一
八
五
○

（
嘉
永
三
）
年
に
足
守
の
除
痘
館
を
訪
ね
て
、
年
下
の
緒
方
洪
庵
か

ら
牛
痘
種
と
そ
の
技
術
の
伝
受
を
受
け
た
。
二
月
か
ら
四
月
に
か
け

て
三
、
○
○
○
人
以
上
に
接
種
し
た
。
唯
一
の
刊
本
で
あ
る
『
散
花
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温
知
堂
文
庫
は
一
八
二
四
（
大
正
十
三
）
年
こ
ろ
、
岡
山
の
難
波

家
で
は
当
主
が
医
師
で
な
か
っ
た
の
で
不
要
に
な
っ
た
蔵
書
五
千
部

が
あ
る
と
い
う
の
で
、
当
時
、
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
の
暉
峻
義
等

所
長
が
こ
れ
を
購
入
、
馬
車
で
倉
敷
ま
で
運
ん
だ
と
い
う
。
購
入
費

五
千
円
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
購
入
費
は
大
原
孫
三
郎
倉
紡
社
長
が

負
担
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
初
年
の
書
物
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
抱
節
以
後
の
経
直
（
立

雇
）
、
立
達
時
代
に
収
蔵
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
温
知
堂
文
庫
の
目

録
と
著
者
索
引
は
保
坂
捷
子
の
整
理
に
よ
っ
て
一
九
七
八
’
八
○
年

に
か
け
て
『
労
働
科
学
』
誌
に
分
載
さ
れ
て
い
る
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）

新
書
』
も
こ
の
年
出
版
さ
れ
て
い
る
。

抱
節
は
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
の
コ
レ
ラ
の
大
流
行
の
あ
っ
た

と
き
、
治
療
に
力
を
尽
し
た
が
、
自
身
も
感
染
、
八
月
二
十
三
日
に

と
き
、
治
需

急
死
し
た
。

『
解
剖
攪
要
』
は
そ
の
凡
例
に
よ
る
と
、
田
口
氏
が
「
東
京
大
学

医
学
部
解
剖
局
一
一
於
テ
数
年
間
独
乙
国
解
剖
学
博
士
デ
ー
’
一
シ
シ
氏

二
親
笑
シ
テ
実
際
二
歴
験
ス
ル
所
ヲ
輯
録
シ
秀
ラ
独
英
二
国
ノ
解
剖

所
一
一
参
互
シ
」
て
編
纂
し
、
明
治
十
年
に
英
藺
堂
か
ら
出
版
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
全
一
三
巻
だ
が
、
最
初
の
明
治
十
年
に
出
版
さ
れ
た
の
は

一
○
巻
ま
で
で
、
そ
の
後
明
治
十
四
年
に
は
二
巻
と
一
二
巻
が

出
、
明
治
十
五
年
に
一
三
巻
が
出
て
完
成
し
た
。
こ
の
出
版
が
な
ぜ

こ
の
よ
う
に
遅
延
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
明
治
十
年
に
こ
れ
を
購
入

し
た
人
は
実
際
上
不
便
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
英
蘭
堂
で
は
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
氏
よ
り
も
前
に
東
校
教
師

と
し
て
赴
任
し
て
い
た
内
科
の
ホ
フ
マ
ン
氏
と
外
科
の
ミ
ュ
ラ
ー
氏

に
よ
る
解
剖
学
の
講
義
録
を
、
山
崎
元
修
の
筆
記
に
よ
っ
て
『
医
科

岡
山
県
医
学
校
旧
蔵
、
田
口
和
美
箸

『
解
剖
攪
要
」
に
つ
い
て

中
村

７
１

７
Ｆ

同
口
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